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武蔵台緑地の植生管理は、当ガイドラインに基づく管
理として、令和４年度より委託により実施しています。
令和４年度は全面的なササ刈りを中心に実施し、令和
５年度は年間を通した植生管理を行っています。



・「持ち出さない」について
カブトムシの幼虫・成虫などをむやみに採っていく
人がいる。
・「持ち込まない」について
園芸植物が植えられていたり、土とともに捨てられ
ていたりすることが多い。
飼育ケースの中身をひっくり返した投棄もあり、昆
虫が入ってくる懸念がある。

「持ち出さない」「持ち込まない」については、より
広く啓発する必要があります。
現地に看板を掲出するなど取り組みを強化していきま
す。



全面的なササ刈りを令和４年度から実施しています。
繁茂は１ｍ以内に抑えられています。

また、鳥類保護のエリアではササ刈りを実施せず、鳥
類が身を隠す藪を残しています。



トウネズミモチは、生態系被害防止外来種リストに掲
載されている外来種でもあり、緑地全域で伐採を実施
しました。



投棄された植木鉢の土に球根が入っていて、それが根
付いている例もあります。
園芸植物は、見た目がきれいなものもあり、除去する
ことに対して不満が出ることもあります。

園芸植物の拡大を防ぐ必要性について、啓発・情報発
信を強化していきます。



コナラやクヌギは、令和２年頃からナラ枯れ被害の拡
大により、大径木の枯死が目立つようになりました。
枯死した大径木は順次伐採を進めています。

現在は、伐採が進んだことにより、樹木の若木が育ち
やすい状況に（結果として）なっています。今後は実
生木を育てていくこととします。

ナラ枯れに伴う伐採については、情報発信が必要です。
現地への掲出や内容の周知を行います。



刈草や落葉は、緑地内でバイオネストを設置し、処
理・活用しているところもあります。


